
2024 年 4月 15日

足立区立郷土博物館内
足立史談編集局
〒 120-0001

東京都足立区大谷田 5-20-1

T E L
F A X

03-3620-9393
03-5697-6562

第 号674

P1　はい、文化財係です！42伊興遺跡
P2　 ⑫ 燃料① P4

特別公開　舎人氷川神社本殿彫刻 … P1　はい、文化財係です！42伊興遺跡公園内の
方形周溝墓 … P2　お化け煙突60年⑫ 燃料① … P4

（１） 令和 6年 4月第 674 号 足 立 史 談

P1P1
P2P2 P4P4

■
十
二
年
ぶ
り
の
公
開　

去
る
二

月
二
八
日（
水
）と
三
月
三
日（
日
）、

舎
人
氷
川
神
社
（
足
立
区
舎
人
五

丁
目
二
一
）
境
内
の
本
殿
（
足
立

区
登
録
文
化
財
）
の
彫
刻
特
別
公

開
が
行
な
わ
れ
、
二
日
間
で
二
〇
〇

〇
人
を
超
え
る
参
加
者
で
賑
わ
い

ま
し
た
。
正
面
に
龍
の
彫
刻
が
施

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
今
年
の
干

支
「
辰
」
を
記
念
し
て
の
公
開
で

す
。
十
二
年
前
の
辰
年
に
も
公
開

さ
れ
て
お
り
二
度
目
で
す
。

　

こ
の
催
事
は
舎
人
町
会
・
舎
人

氷
川
神
社
総
代
の
皆
さ
ん
と
、
足
立
区
文

化
財
係
、
郷
土
博
物
館
の
協
働
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
と
く
に
総
代
の
皆
さ
ん
が
会

場
の
設
営
全
般
を
行
い
、
普
段
は
上
が
れ

な
い
拝
殿
や
本
殿
に
養
生
を
施
し
、
臨
時

の
手
す
り
や
結
界
を
設
置
す
る
な
ど
安
全

策
を
講
じ
て
い
た
だ
い
た
お
か
げ
で
、
二

日
間
の
開
催
期
間
中
、
彫
刻
の
物
損
も
事

故
も
な
く
無
事
に
特
別
公
開
が
終
了
し
ま

し
た
。

■
調
査
研
究
の
出
発
点
に　

作
品
は
参
加

者
か
ら
感
嘆
の
声
が
あ
が
る
見
事
さ
で
、

見
る
も
の
を
圧
倒
し
ま
す
。
し
か
し
作
者

は
銘
や
文
献
が
未
発
見
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
彫
刻
の
様
子
か
ら
探
る
以
外
に
方
法

が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
郷
土
博

物
館
の
文
化
遺
産
調
査
特
別
展
で
ご
協
力

い
た
だ
い
た
宮
彫
師
の
井
上
進
一
さ
ん
に

ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。
井
上
さ
ん
は

寺
院
向
け
の
雑
誌
で
「
現
代
の
宮
彫
師
・

井
上
進
一
の
世
界
」
（
『
大
法
輪
』
二
〇

一
九
年
一
月
号
）
と
い
う
特
集
が
組
ま
れ

た
方
で
、
深
大
寺（
調
布
市
）や
小
田
急
片

瀬
江
ノ
島
駅
舎（
藤
沢
市
）の
宮
彫
を
手
掛

け
て
い
ま
す
。

　

井
上
さ
ん
は
、
以
前
も
こ
の
彫
刻
を
見

学
さ
れ
、
今
回
あ
ら
た
め
て
原
品
を
熟
覧

し
、
そ
の
彫
の
形
や
、
構
造
か
ら
作
者
を

「
高
澤
改
之
助
」（
一八
三
三
〜
九一）と
数
名
に

よ
る
「
工
房
作
」
と
推
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
二
日
目
に
は
宮
彫
刻
の
著
名
ブ
ロ

グ
の
一
つ
「
北
関
東
の
宮
彫
・
寺
社
彫

刻
」
の
筆
者
の
方
も
お
見
え
に
な
り
、
さ

ら
な
る
情
報
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

代
表
総
代
の
平
柳
義
雄
さ
ん
も
地
元
舎

人
へ
の
郷
土
愛
と
と
も
に
調
査
研
究
を
進

め
よ
う
と
さ
れ
て
お
り
、
井
上
さ
ん
を
は

じ
め
宮
彫
師
の
方
々
と
の
出
会
い
も
ふ
ま

え
、
あ
ら
た
め
て
彫
刻
の
解
明
に
意
思
を

強
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
参
加
者
が
多
か
っ
た
こ
と
で
多

く
の
情
報
が
集
ま
っ
て
き
ま
し
た
。
例
え

ば
彫
刻
の
テ
ー
マ
の
一
つ
「
天
孫
降
臨
」

も
彫
師
の
方
か
ら
「
海
幸
彦
と
山
幸
彦
」

で
は
？
と
の
ご
意
見
が
あ
り
、
議
論
が
始

ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
作
者
や
テ

ー
マ
な
ど
作
品
調
査
と
研
究
の
出
発
点
に

立
て
た
こ
と
、
そ
し
て
貴
重
な
文
化
財
と

い
う
認
識
が
広
が
っ
た
こ
と
が
特
別
公
開

の
成
果
で
し
た
。

　

今
回
の
実
現
に
は
郷
土
の
歴
史
に
つ
い

て
御
尽
力
さ
れ
て
い
る
足
立
史
談
会
の
会

員
で
舎
人
町
会
の
大
熊
久
三
郎
さ
ん
の
御

力
添
え
が
あ
り
、
あ
ら
た
め
て
郷
土
史
の

蓄
積
を
感
じ
る
出
来
事
で
し
た
。
今
回
の

公
開
事
業
は
舎
人
の
町
が
歴
史
を
受
け
継

ぎ
、
伝
え
る
た
め
の
文
化
が
息
づ
い
て
い

る
こ
と
を
実
感
し
ま
す
。

　

（
足
立
区
文
化
財
係
・
郷
土
博
物
館
）

本
殿
の
彫
刻
に
魅
せ
ら
れ
る
参
加
者　

覆
屋
に
保
護
さ
れ
通
常
非
公
開
の
本
殿
彫
刻

の
見
学
に
足
立
区
の
み
な
ら
ず
静
岡
や
長
野
な
ど
他
県
か
ら
も
参
加
者
が
訪
れ
た
。

代
表
総
代
の
平
柳
義
雄
さ
ん（
右
）
と

宮
彫
師
井
上
進
一
さ
ん（
左
）
本
殿
彫
刻
の
奥
で
。

舎
人
氷
川
神
社
本
殿
彫
刻
に

　
　
　
　
　
　
二
日
で
二
一
〇
〇
人

行
列
が
で
き
た
特
別
公
開

行
列
が
で
き
た
特
別
公
開



令和 6年 4月 足 立 史 談 第 674号（２）

　

伊
興
遺
跡
公
園
内
に
は
方
形（
四
角
形
）

の
墳
丘
が
復
元
さ
れ
て
い
ま
す
（
写
真

１
）。
名
称
を
「
方
形
周
溝
墓
」（
ほ
う
け

い
し
ゅ
う
こ
う
ぼ
）
と
い
い
ま
す
が
、
あ

ま
り
聞
き
な
れ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
方

形
周
溝
墓
と
は
、
い
っ
た
い
ど
う
い
う
も

の
な
の
で
し
ょ
う
か
？

【
方
形
周
溝
墓
と
は
】

 

方
形
周
溝
墓
と
は
、
古
墳
が
造
ら
れ
る

以
前
の
墓
制
で
弥
生
時
代
前
期
に
近
畿
地

方
付
近
で
出
現
し
、
東
北
地
方
南
部
か
ら

九
州
地
方
ま
で
普
及
し
ま
し
た
。
こ
の
時

代
の
代
表
的
な
墓
制
と
い
え
ま
す
。
方
形

周
溝
墓
は
古
墳
時
代
前
期
頃
ま
で
造
ら
れ

て
お
り
、
古
墳
が
造
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
も
、
方
形
周
溝
墓
が
造
ら
れ
な
く
な
っ

た
わ
け
で
は
な
く
、
重
複
す
る
時
期
も
あ

る
よ
う
で
す
。

 

近
年
で
は
朝
鮮
半
島
で
も
方
形
周
溝
墓

が
発
見
さ
れ
、
そ
の
関
連
も
注
目
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

大
き
さ
は
一
辺
約
五
〜
二
〇
ｍ
で
、
幅

約
一
〜
二
ｍ
の
溝
が
方
形
に
め
ぐ
っ
て
い

ま
す
。
溝
で
囲
ま
れ
た
中
に
低
い
墳
丘
が

あ
り
、
そ
こ
に
埋
葬
主
体
が
あ
り
ま
す
。

被
葬
者
は
土
壙
や
木
棺
な
ど
で
埋
葬
さ
れ

　
　

て
い
ま
す
。

 

　
　

墳
丘
は
、
後
世
の
削
平
に
よ
り
ほ

　
　

と
ん
ど
の
場
合
は
失
わ
れ
て
い
ま

す
。
発
掘
調
査
時
に
周
溝
が
検
出
さ
れ
、

方
形
周
溝
墓
と
分
か
る
こ
と
が
多
く
、
復

元
さ
れ
た
方
形
周
溝
墓
も
、
墳
丘
や
埋
葬

主
体
は
残
っ
て
お
ら
ず
、周
溝
の
み
検
出
さ

れ
て
い
ま
す
。

 

副
葬
品
は
多
く
は
な
く
、
主
体
部
か
ら

玉
類
や
鉄
・
銅
製
品
が
出
土
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
方
台
部
や
周
溝
に
は
土
器
が

供
え
ら
れ
、
意
図
的
に
穴
を
開
け
た
も
の

や
破
砕
さ
れ
た
も
の
も
あ
り
ま
す
。
木
製

品
が
出
土
す
る
例
も
あ
り
、
様
々
な
儀
礼

が
行
わ
れ
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

 

方
形
周
溝
墓
の
周
溝
の
形
に
は
様
々
な

タ
イ
プ
が
あ
り
、
関
東
地
方
で
は
最
初

に
、
四
隅
が
切
れ
る
タ
イ
プ
の
も
の
が
出

現
し
、
や
が
て
周
溝
が
全
周
す
る
も
の
が

登
場
し
ま
す（
図
１
）。
方
形
周
溝
墓
は
、

後
の
古
墳
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
と
も
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

 

方
形
周
溝
墓
は
群
集
し
て
墓
域
を
構
成

　
　

す
る
こ
と
が
多
く
、
そ
こ
に
は
主
軸

　
　

方
向
の
一
致
や
列
状
の
配
置
、
周
溝

　
　

の
共
有
な
ど
、
計
画
的
な
造
墓
が
考

　
　

え
ら
れ
ま
す
。

　
　
　

こ
の
時
代
は
農
耕
社
会
の
到
来
と

　
　

と
も
に
低
地
の
開
発
が
進
み
ま
し

　
　

た
。
方
形
周
溝
墓
と
い
う
墓
制
は
、

　
　

農
耕
社
会
の
成
立
・
進
展
と
と
も
に

　
　

広
が
っ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
低

　
　

地
に
も
集
落
と
共
に
数
多
く
造
ら
れ

　
　

ま
し
た
。

　
　
【
伊
興
遺
跡
公
園
地
区
の
方
形
周
溝
墓
】

 

　
　

伊
興
遺
跡
公
園
地
区
で
確
認
さ
れ

た
方
形
周
溝
墓
は
４
基
あ
り
ま
す
。
通

常
、
遺
構
の
検
出
は
調
査
区
内
に
留
め
ま

す
が
、
１
号
方
形
周
溝
墓
は
遺
跡
公
園
の

保
存
・
活
用
に
伴
う
復
元
の
た
め
、
遺
構

全
体
を
検
出
し
ま
し
た
。
２
号
・
３
号
方

形
周
溝
墓
は
、
北
溝
の
み
確
認
し
、
４
号

方
形
周
溝
墓
も
、周
溝
の
南
西
角
の
み
確
認

し
ま
し
た
。

【
１
号
方
形
周
溝
墓
】

　

方
形
周
溝
墓
に
は
埋
葬
施
設
が
伴
い
ま

す
が
、
１
号
方
形
周
溝
墓
の
埋
葬
施
設
は

後
か
ら
造
ら
れ
た
複
数
の
住
居
址
や
土
坑

に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
周
溝
の
形
は
、
南
東
側
に
「
ハ
」

の
字
に
開
き
一
周
せ
ず
、
北
角
と
西
角
が

ほ
ぼ
直
角
に
曲
が
っ
て
い
ま
す（
図
２
）。

溝
は
直
線
的
で
方
形
で
す
。
周
溝
墓
の
大

き
さ
は
長
辺
５・５ｍ
、
短
辺
５・３ｍ
、周
溝

幅
は
平
均
48
㎝
で
、
深
さ
は
西
か
ら
東
に

向
か
う
に
し
た
が
っ
て
緩
や
か
に
上
が

り
、
浅
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。
溝
端
部
で

は
急
傾
斜
に
な
り
、
そ
の
部
分
で
は
焼
土

が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
火
を
使
っ
た
儀

礼
が
行
わ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

 

出
土
遺
物
は
南
角
よ
り
東
側
の
溝
状
遺

構
と
重
な
る
部
分
に
一
括
し
て
出
土
し
ま

し
た
（
図
２
）
。
遺
物
は
、
坩
・
器
台
・

台
付
甕
（
写
真
２
）
・
甕
・
壺
・
高
坏

や
、
碧
玉
製
の
管
玉
が
あ
り
ま
し
た
。
北

側
に
は
遺
物
は
ま
ば
ら
に
分
布
し
、
鉢
・

壷
・
台
付
甕
・
高
坏
等
、
臼
玉
や
磨
石
が

出
土
し
て
い
ま
す
（
図
３
）
。出
土
遺
物

か
ら
、
構
築
時
期
は
古
墳
時
代
前
期
と
推

定
さ
れ
ま
す
。

【
２
号
・
３
号
・
４
号
方
形
周
溝
墓
】

 

２
号
方
形
周
溝
墓
は
、
遺
物
の
出
土
状

況
が
下
層
、
中
層
、
上
層
の
３
段
階
に
分

か
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
下
層
は
周
溝

墓
の
構
築
時
の
遺
物
で
、
中
層
・
上
層
は

周
溝
墓
が
あ
る
程
度
埋
ま
っ
た
状
態
で
の

遺
物
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
器
台
・
台
付

甕
・
手
捏
土
器
・
壷
・
坏
・
鉢
・
高
坏
・

臼
玉
・
磨
石
や
、
鹿
角
の
一
部
、
炭
化
材

な
ど
が
出
土
し
て
い
ま
す
。
出
土
遺
物
か

ら
、
構
築
時
期
は
古
墳
時
代
前
期
と
推
定

さ
れ
ま
す
。

 

３
号
方
形
周
溝
墓
で
は
、
手
づ
く
ね
土

器
・
子
持
壷
の
小
壷
・
埦
・
鉢
・
臼
玉
な

ど
が
出
土
し
て
い
ま
す
。
出
土
遺
物
か

ら
、
構
築
時
期
は
古
墳
時
代
中
期
と
推
定

さ
れ
ま
す
。

 

４
号
方
形
周
溝
墓
は
、
周
溝
の
南
西
角

を
調
査
し
た
の
み
で
遺
物
の
出
土
も
な

く
、
形
態
が
分
か
ら
な
い
の
で
す
が
、
北

側
に
１
号
方
形
周
溝
墓
が
接
し
て
い
る
の

で
、
１
号
と
同
様
の
方
形
周
溝
墓
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
構
築
時
期
は
、
１
号
と
同
じ

　
　
　
　
　

古
墳
時
代
前
期
と
推
定
さ
れ

　
　
　
　
　

ま
す
。

　
　
　
　
　
【
現
在
の
伊
興
遺
跡
公
園
】

　
　
　
　
　

 

伊
興
遺
跡
公
園
の
敷
地
内

　
　
　
　
　

で
発
見
さ
れ
た
方
形
周
溝
墓

　
　
　
　
　

は
、
調
査
後
埋
め
戻
さ
れ
て

　
　
　
　
　

い
る
の
で
現
物
を
見
る
こ
と

　
　
　
　
　

は
で
き
ま
せ
ん
。
た
だ
、
１

　
　
　
　
　

号
方
形
周
溝
墓
は
公
園
内
の

　
　
　
　
　

東
側
に
復
元
さ
れ
、
そ
の
姿

　
　
　
　
　

を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

遺
跡
公
園
な
ど
で
方
形
周

　
　
　
　
　

溝
墓
が
復
元
・
展
示
さ
れ
て

　
　
　
　
　

い
る
の
は
、
あ
ま
り
例
が
あ

　
　
　
　
　

り
ま
せ
ん
。
伊
興
遺
跡
公
園

　
　
　
　
　

に
是
非
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。

      　
　
　

（
遺
跡
発
掘
調
査
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
野
未
来
）

■
十
二
年
ぶ
り
の
公
開　

去
る
二

月
二
八
日（
水
）と
三
月
三
日（
日
）、

舎
人
氷
川
神
社
（
足
立
区
舎
人
五

丁
目
二
一
）
境
内
の
本
殿
（
足
立

区
登
録
文
化
財
）
の
彫
刻
特
別
公

開
が
行
な
わ
れ
、
二
日
間
で
二
〇
〇

〇
人
を
超
え
る
参
加
者
で
賑
わ
い

ま
し
た
。
正
面
に
龍
の
彫
刻
が
施

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
今
年
の
干

支
「
辰
」
を
記
念
し
て
の
公
開
で

す
。
十
二
年
前
の
辰
年
に
も
公
開

さ
れ
て
お
り
二
度
目
で
す
。

　

こ
の
催
事
は
舎
人
町
会
・
舎
人

氷
川
神
社
総
代
の
皆
さ
ん
と
、
足
立
区
文

化
財
係
、
郷
土
博
物
館
の
協
働
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
と
く
に
総
代
の
皆
さ
ん
が
会

場
の
設
営
全
般
を
行
い
、
普
段
は
上
が
れ

な
い
拝
殿
や
本
殿
に
養
生
を
施
し
、
臨
時

の
手
す
り
や
結
界
を
設
置
す
る
な
ど
安
全

策
を
講
じ
て
い
た
だ
い
た
お
か
げ
で
、
二

日
間
の
開
催
期
間
中
、
彫
刻
の
物
損
も
事

故
も
な
く
無
事
に
特
別
公
開
が
終
了
し
ま

し
た
。

■
調
査
研
究
の
出
発
点
に　

作
品
は
参
加

者
か
ら
感
嘆
の
声
が
あ
が
る
見
事
さ
で
、

見
る
も
の
を
圧
倒
し
ま
す
。
し
か
し
作
者

は
銘
や
文
献
が
未
発
見
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
彫
刻
の
様
子
か
ら
探
る
以
外
に
方
法

が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
郷
土
博

物
館
の
文
化
遺
産
調
査
特
別
展
で
ご
協
力

い
た
だ
い
た
宮
彫
師
の
井
上
進
一
さ
ん
に

ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。
井
上
さ
ん
は

寺
院
向
け
の
雑
誌
で
「
現
代
の
宮
彫
師
・

井
上
進
一
の
世
界
」
（
『
大
法
輪
』
二
〇

一
九
年
一
月
号
）
と
い
う
特
集
が
組
ま
れ

た
方
で
、
深
大
寺（
調
布
市
）や
小
田
急
片

瀬
江
ノ
島
駅
舎（
藤
沢
市
）の
宮
彫
を
手
掛

け
て
い
ま
す
。

　

井
上
さ
ん
は
、
以
前
も
こ
の
彫
刻
を
見

学
さ
れ
、
今
回
あ
ら
た
め
て
原
品
を
熟
覧

し
、
そ
の
彫
の
形
や
、
構
造
か
ら
作
者
を

「
高
澤
改
之
助
」（
一八
三
三
〜
九一）と
数
名
に

よ
る
「
工
房
作
」
と
推
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
二
日
目
に
は
宮
彫
刻
の
著
名
ブ
ロ

グ
の
一
つ
「
北
関
東
の
宮
彫
・
寺
社
彫

刻
」
の
筆
者
の
方
も
お
見
え
に
な
り
、
さ

ら
な
る
情
報
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

代
表
総
代
の
平
柳
義
雄
さ
ん
も
地
元
舎

人
へ
の
郷
土
愛
と
と
も
に
調
査
研
究
を
進

め
よ
う
と
さ
れ
て
お
り
、
井
上
さ
ん
を
は

じ
め
宮
彫
師
の
方
々
と
の
出
会
い
も
ふ
ま

え
、
あ
ら
た
め
て
彫
刻
の
解
明
に
意
思
を

強
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
参
加
者
が
多
か
っ
た
こ
と
で
多

く
の
情
報
が
集
ま
っ
て
き
ま
し
た
。
例
え

ば
彫
刻
の
テ
ー
マ
の
一
つ
「
天
孫
降
臨
」

も
彫
師
の
方
か
ら
「
海
幸
彦
と
山
幸
彦
」

で
は
？
と
の
ご
意
見
が
あ
り
、
議
論
が
始

ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
作
者
や
テ

ー
マ
な
ど
作
品
調
査
と
研
究
の
出
発
点
に

立
て
た
こ
と
、
そ
し
て
貴
重
な
文
化
財
と

い
う
認
識
が
広
が
っ
た
こ
と
が
特
別
公
開

の
成
果
で
し
た
。

　

今
回
の
実
現
に
は
郷
土
の
歴
史
に
つ
い

て
御
尽
力
さ
れ
て
い
る
足
立
史
談
会
の
会

員
で
舎
人
町
会
の
大
熊
久
三
郎
さ
ん
の
御

力
添
え
が
あ
り
、
あ
ら
た
め
て
郷
土
史
の

蓄
積
を
感
じ
る
出
来
事
で
し
た
。
今
回
の

公
開
事
業
は
舎
人
の
町
が
歴
史
を
受
け
継

ぎ
、
伝
え
る
た
め
の
文
化
が
息
づ
い
て
い

る
こ
と
を
実
感
し
ま
す
。

　

（
足
立
区
文
化
財
係
・
郷
土
博
物
館
）
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図１　方形周溝墓模式図
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伊
興
遺
跡
公
園
内
に
は
方
形（
四
角
形
）

の
墳
丘
が
復
元
さ
れ
て
い
ま
す
（
写
真

１
）。
名
称
を
「
方
形
周
溝
墓
」（
ほ
う
け

い
し
ゅ
う
こ
う
ぼ
）
と
い
い
ま
す
が
、
あ

ま
り
聞
き
な
れ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
方

形
周
溝
墓
と
は
、
い
っ
た
い
ど
う
い
う
も

の
な
の
で
し
ょ
う
か
？

【
方
形
周
溝
墓
と
は
】

 

方
形
周
溝
墓
と
は
、
古
墳
が
造
ら
れ
る

以
前
の
墓
制
で
弥
生
時
代
前
期
に
近
畿
地

方
付
近
で
出
現
し
、
東
北
地
方
南
部
か
ら

九
州
地
方
ま
で
普
及
し
ま
し
た
。
こ
の
時

代
の
代
表
的
な
墓
制
と
い
え
ま
す
。
方
形

周
溝
墓
は
古
墳
時
代
前
期
頃
ま
で
造
ら
れ

て
お
り
、
古
墳
が
造
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
も
、
方
形
周
溝
墓
が
造
ら
れ
な
く
な
っ

た
わ
け
で
は
な
く
、
重
複
す
る
時
期
も
あ

る
よ
う
で
す
。

 

近
年
で
は
朝
鮮
半
島
で
も
方
形
周
溝
墓

が
発
見
さ
れ
、
そ
の
関
連
も
注
目
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

大
き
さ
は
一
辺
約
五
〜
二
〇
ｍ
で
、
幅

約
一
〜
二
ｍ
の
溝
が
方
形
に
め
ぐ
っ
て
い

ま
す
。
溝
で
囲
ま
れ
た
中
に
低
い
墳
丘
が

あ
り
、
そ
こ
に
埋
葬
主
体
が
あ
り
ま
す
。

被
葬
者
は
土
壙
や
木
棺
な
ど
で
埋
葬
さ
れ

　
　

て
い
ま
す
。

 

　
　

墳
丘
は
、
後
世
の
削
平
に
よ
り
ほ

　
　

と
ん
ど
の
場
合
は
失
わ
れ
て
い
ま

す
。
発
掘
調
査
時
に
周
溝
が
検
出
さ
れ
、

方
形
周
溝
墓
と
分
か
る
こ
と
が
多
く
、
復

元
さ
れ
た
方
形
周
溝
墓
も
、
墳
丘
や
埋
葬

主
体
は
残
っ
て
お
ら
ず
、周
溝
の
み
検
出
さ

れ
て
い
ま
す
。

 

副
葬
品
は
多
く
は
な
く
、
主
体
部
か
ら

玉
類
や
鉄
・
銅
製
品
が
出
土
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
方
台
部
や
周
溝
に
は
土
器
が

供
え
ら
れ
、
意
図
的
に
穴
を
開
け
た
も
の

や
破
砕
さ
れ
た
も
の
も
あ
り
ま
す
。
木
製

品
が
出
土
す
る
例
も
あ
り
、
様
々
な
儀
礼

が
行
わ
れ
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

 

方
形
周
溝
墓
の
周
溝
の
形
に
は
様
々
な

タ
イ
プ
が
あ
り
、
関
東
地
方
で
は
最
初

に
、
四
隅
が
切
れ
る
タ
イ
プ
の
も
の
が
出

現
し
、
や
が
て
周
溝
が
全
周
す
る
も
の
が

登
場
し
ま
す（
図
１
）。
方
形
周
溝
墓
は
、

後
の
古
墳
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
と
も
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

 

方
形
周
溝
墓
は
群
集
し
て
墓
域
を
構
成

　
　

す
る
こ
と
が
多
く
、
そ
こ
に
は
主
軸

　
　

方
向
の
一
致
や
列
状
の
配
置
、
周
溝

　
　

の
共
有
な
ど
、
計
画
的
な
造
墓
が
考

　
　

え
ら
れ
ま
す
。

　
　
　

こ
の
時
代
は
農
耕
社
会
の
到
来
と

　
　

と
も
に
低
地
の
開
発
が
進
み
ま
し

　
　

た
。
方
形
周
溝
墓
と
い
う
墓
制
は
、

　
　

農
耕
社
会
の
成
立
・
進
展
と
と
も
に

　
　

広
が
っ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
低

　
　

地
に
も
集
落
と
共
に
数
多
く
造
ら
れ

　
　

ま
し
た
。

　
　
【
伊
興
遺
跡
公
園
地
区
の
方
形
周
溝
墓
】

 

　
　

伊
興
遺
跡
公
園
地
区
で
確
認
さ
れ

た
方
形
周
溝
墓
は
４
基
あ
り
ま
す
。
通

常
、
遺
構
の
検
出
は
調
査
区
内
に
留
め
ま

す
が
、
１
号
方
形
周
溝
墓
は
遺
跡
公
園
の

保
存
・
活
用
に
伴
う
復
元
の
た
め
、
遺
構

全
体
を
検
出
し
ま
し
た
。
２
号
・
３
号
方

形
周
溝
墓
は
、
北
溝
の
み
確
認
し
、
４
号

方
形
周
溝
墓
も
、周
溝
の
南
西
角
の
み
確
認

し
ま
し
た
。

【
１
号
方
形
周
溝
墓
】

　

方
形
周
溝
墓
に
は
埋
葬
施
設
が
伴
い
ま

す
が
、
１
号
方
形
周
溝
墓
の
埋
葬
施
設
は

後
か
ら
造
ら
れ
た
複
数
の
住
居
址
や
土
坑

に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
周
溝
の
形
は
、
南
東
側
に
「
ハ
」

の
字
に
開
き
一
周
せ
ず
、
北
角
と
西
角
が

ほ
ぼ
直
角
に
曲
が
っ
て
い
ま
す（
図
２
）。

溝
は
直
線
的
で
方
形
で
す
。
周
溝
墓
の
大

き
さ
は
長
辺
５・５ｍ
、
短
辺
５・３ｍ
、周
溝

幅
は
平
均
48
㎝
で
、
深
さ
は
西
か
ら
東
に

向
か
う
に
し
た
が
っ
て
緩
や
か
に
上
が

り
、
浅
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。
溝
端
部
で

は
急
傾
斜
に
な
り
、
そ
の
部
分
で
は
焼
土

が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
火
を
使
っ
た
儀

礼
が
行
わ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

 

出
土
遺
物
は
南
角
よ
り
東
側
の
溝
状
遺

構
と
重
な
る
部
分
に
一
括
し
て
出
土
し
ま

し
た
（
図
２
）
。
遺
物
は
、
坩
・
器
台
・

台
付
甕
（
写
真
２
）
・
甕
・
壺
・
高
坏

や
、
碧
玉
製
の
管
玉
が
あ
り
ま
し
た
。
北

側
に
は
遺
物
は
ま
ば
ら
に
分
布
し
、
鉢
・

壷
・
台
付
甕
・
高
坏
等
、
臼
玉
や
磨
石
が

出
土
し
て
い
ま
す
（
図
３
）
。出
土
遺
物

か
ら
、
構
築
時
期
は
古
墳
時
代
前
期
と
推

定
さ
れ
ま
す
。

【
２
号
・
３
号
・
４
号
方
形
周
溝
墓
】

 

２
号
方
形
周
溝
墓
は
、
遺
物
の
出
土
状

況
が
下
層
、
中
層
、
上
層
の
３
段
階
に
分

か
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
下
層
は
周
溝

墓
の
構
築
時
の
遺
物
で
、
中
層
・
上
層
は

周
溝
墓
が
あ
る
程
度
埋
ま
っ
た
状
態
で
の

遺
物
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
器
台
・
台
付

甕
・
手
捏
土
器
・
壷
・
坏
・
鉢
・
高
坏
・

臼
玉
・
磨
石
や
、
鹿
角
の
一
部
、
炭
化
材

な
ど
が
出
土
し
て
い
ま
す
。
出
土
遺
物
か

ら
、
構
築
時
期
は
古
墳
時
代
前
期
と
推
定

さ
れ
ま
す
。

 

３
号
方
形
周
溝
墓
で
は
、
手
づ
く
ね
土

器
・
子
持
壷
の
小
壷
・
埦
・
鉢
・
臼
玉
な

ど
が
出
土
し
て
い
ま
す
。
出
土
遺
物
か

ら
、
構
築
時
期
は
古
墳
時
代
中
期
と
推
定

さ
れ
ま
す
。

 

４
号
方
形
周
溝
墓
は
、
周
溝
の
南
西
角

を
調
査
し
た
の
み
で
遺
物
の
出
土
も
な

く
、
形
態
が
分
か
ら
な
い
の
で
す
が
、
北

側
に
１
号
方
形
周
溝
墓
が
接
し
て
い
る
の

で
、
１
号
と
同
様
の
方
形
周
溝
墓
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
構
築
時
期
は
、
１
号
と
同
じ

　
　
　
　
　

古
墳
時
代
前
期
と
推
定
さ
れ

　
　
　
　
　

ま
す
。

　
　
　
　
　
【
現
在
の
伊
興
遺
跡
公
園
】

　
　
　
　
　

 

伊
興
遺
跡
公
園
の
敷
地
内

　
　
　
　
　

で
発
見
さ
れ
た
方
形
周
溝
墓

　
　
　
　
　

は
、
調
査
後
埋
め
戻
さ
れ
て

　
　
　
　
　

い
る
の
で
現
物
を
見
る
こ
と

　
　
　
　
　

は
で
き
ま
せ
ん
。
た
だ
、
１

　
　
　
　
　

号
方
形
周
溝
墓
は
公
園
内
の

　
　
　
　
　

東
側
に
復
元
さ
れ
、
そ
の
姿

　
　
　
　
　

を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

遺
跡
公
園
な
ど
で
方
形
周

　
　
　
　
　

溝
墓
が
復
元
・
展
示
さ
れ
て

　
　
　
　
　

い
る
の
は
、
あ
ま
り
例
が
あ

　
　
　
　
　

り
ま
せ
ん
。
伊
興
遺
跡
公
園

　
　
　
　
　

に
是
非
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。

      　
　
　

（
遺
跡
発
掘
調
査
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
野
未
来
）

図２　１号方形周溝墓図面

図３　１号方形周溝墓遺物出土状況（北側）

写真２　（左側）台付甕　、（右側上）坩・（右側下）器台
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■
揚
炭
設
備　

発
電
所
で
燃
料
と
し
て
使

用
す
る
石
炭
は
25
〜
37
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
程

度
の
中
塊
炭
で
、
常
磐
炭
を
中
心
に
九

州
・
北
海
道
炭
も
使
用
し
ま
し
た
。
常
磐

炭
は
鉄
路
で
隅
田
川
貨
物
停
車
場
（
現
、

隅
田
川
駅
）
に
運
ば
れ
、
九
州
・
北
海
道

炭
は
船
で
東
京
港
の
石
炭
埠
頭
に
陸
揚
げ

さ
れ
、
い
ず
れ
も
ダ
ル
マ
と
呼
ば
れ
る
舟

に
積
み
替
え
発
動
機
船（
ポ
ン
ポ
ン
船
）に

曳
航
さ
れ
て
隅
田
川
を
遡
っ
て
き
ま
し
た
。

　

戦
前
は
樺
太
（
現
、
サ
ハ
リ
ン
）
か
ら

も
石
炭
を
運
び
、
構
内
に
樺
太
石
炭
（
正

し
い
社
名
は
分
か
り
ま
せ
ん
）
の
事
務
所

が
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。　

　

隅
田
川
岸
壁
に
は
、
グ
ラ
ブ
付
固
定
型

水
平
引
込
式
起
重
機
、
通
称
ア
ン
ロ
ー
ダ

ー
と
呼
ば
れ
る
起
重
機
が
デ
ン
と
居
座

り
、
そ
の
両
側
に
回
転
式
ジ
ブ
ク
レ
ー
ン

が
据
え
付
け
て
あ
り
ま
し
た
（
図
１
）。

ア
ン
ロ
ー
ダ
ー
は
、
一
日
５
０
０
ｔ
の
揚

炭
を
行
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

ジ
ブ
ク
レ
ー
ン
は
、
ア
ン
ロ
ー
ダ
ー
の 

使
用
中
は
地
下
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
ー
に
石

炭
を
落
と
し
、
バ
ン
カ
ー
に
直
送
す
る
役

目
を
担
っ
て
い
ま
し
た
。
従
っ
て
、
ア
ン

ロ
ー
ダ
ー
は
貯
炭
用
と
し
て
揚
炭
直
送
す

る
時
の
み
使
用
し
ま
し
た
。

　

揚
炭
機
の
故
障
や
揚
炭
が
間
に
合
わ
な

い
時
は
、
臨
時
雇
い
の
作
業
員
が
パ
イ
ス

ケ
と
呼
ば
れ
る
ザ
ル
を
天
秤
に
か
け
、
人

海
戦
術
で
揚
炭
し
た
と
い
い
ま
す
。

■
第
１
貯
炭
場　

面
積
２
３
１
４
㎡
（
約

７
０
０
坪
）
、
容
量
５
０
０
０
ｔ
で
、
石

炭
は
、
貯
炭
場
に
あ
る
ホ
ッ
パ
ー
か
ら
自

重
で
地
下
に
落
下
し
、
地
下
ベ
ル
ト
コ
ン

ベ
ア
ー
か
ら
バ
ケ
ッ
ト
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で

ボ
イ
ラ
ー
室
上
部
に
運
ば
れ
、
そ
こ
に
あ

る
バ
ン
カ
ー
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
ー
で
各
ボ

イ
ラ
ー
の
コ
ー
ル
バ
ン
カ
ー
に
落
と
さ

れ
、自
重
で
ス
ト
ー
カ
ー
に
落
下
し
ま
し
た
。

■
第
２
貯
炭
場　

面
積
３
４
０
０
㎡
（
約

１
１
０
０
坪
）
、
容
量
１
０
０
０
ｔ
で
、

第
一
貯
炭
場
東
側
に
あ
り
、
こ
こ
は
機
械

力
の
導
入
に
よ
り
ホ
ッ
パ
ー
を
造
ら
ず
、

リ
グ
レ
ミ
ン
グ
ク
レ
ー
ン
と
ス
ト
ッ
キ
ン

グ
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
ー
の
組
み
合
わ
せ
に

よ
っ
て
、
石
炭
を
汽
缶
B
室
バ
ン
カ
ー
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
下
部
に
直
接
送
り
込
み
、
第

一
貯
炭
場
の
ホ
ッ
パ
ー
に
落
と
さ
れ
た
石

炭
と
混
炭
さ
れ
、
バ
ン
カ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
で
ボ
イ
ラ
ー
上
部
に
運
ば
れ
ま
し
た
。 
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⑫
燃
料
①

図１　グラブ付固定型水平引込式起重機
　　 （通称：NO2アンローダー）　イメージ図（格和氏画）
　 　＊図２のアンローダーも参照。

図２　千住火力発電所の諸施設
　　　足立区立郷土博物館模型写真に加筆


